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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価審議委員会における質問事項に対する回答 

 

■質問事項 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 日景委員 

地区名等 全地区 回答書頁 ３ 

【担当課：道路課】 
 道路関係事業に係る交通量のデータを示してほしい。 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 日景委員 

地区名等 全地区 回答書頁 ４～７ 
【担当課：道路課】 
 ある程度のエリアにおける道路網の中で事業を示してほしい。 
 
整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 小林委員長・長野委員 
地区名等 全地区 回答書頁 ８～12 
【担当課：道路課】 
県の道路網のネットワークの理念や考え方、また、港湾等の交通拠点との関連性につい

て伺いたい。 
 
整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 武山委員 
地区名等 全地区 回答書頁 13～14 
【担当課：道路課】 
 国土交通省の要請による費用便益比の点検対象について伺いたい。 
 
整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 武山委員 
地区名等 全地区 回答書頁 15～17 
【担当課：道路課】 
 冬期便益及び防災便益の算定方法について伺いたい。 
 
整理番号 ２ 事業名 道路改築事業 委 員 名 小林委員長 
地区名等 国道１０３号青橅山バイパス 回答書頁 18～19 
【担当課：道路課】 
当初計画時から事業費が大幅に増額となった理由について伺いたい。 
 
整理番号 ２、20 事業名 道路改築事業 委 員 名 松冨委員 

地区名等 国道１０３号青橅山バイパス、国道２７９号有戸北バイパス 回答書頁 20 
【担当課：道路課／高規格道路・津軽ダム対策課】 
 補助事業のうち、計画時のＢ／Ｃを記載していないものがあるが、その理由について伺
いたい。 
 

 

 

 

資料５ 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価審議委員会における質問事項に対する回答 

 

■質問事項 

整理番号 ４・10・19 事業名 道路改築事業 委 員 名 長野委員 
地区名等 国道 338 号倉内バイパス、関根蒲野沢線関根、白銀市川環状線（桔梗野） 回答書頁 21～23 
【担当課：道路課／都市計画課】 
 前回評価時に比べて便益項目の数値が大幅に変化している理由について伺いたい。 
 
整理番号 15 事業名 河川改良事業 委 員 名 松冨委員 

地区名等 山田川 回答書頁 24 
【担当課：河川砂防課】 
 山田川の流下能力は、計画に対し７０％程度となっているが、県管理の河川では、どの
程度あるのか伺いたい。 
 
整理番号 19 事業名 道路改築事業 委 員 名 松冨委員 
地区名等 白銀市川環状線（桔梗野） 回答書頁 25～26 
【担当課：都市計画課】 
 立体交差を予定していた部分の用地買収の状況について伺いたい。また、買収済の用地
がある場合、今後どうするのか伺いたい。 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般）  委 員 名 日景委員 
地区名等 全地区 担 当 課 道路課 

質問事項 

道路関係事業に係る交通量のデータを示してほしい。 

 
 

回    答 

 
再評価において採用した交通量は以下のとおりである。 
 
番 

 

号 

 

路 線 名 

 

地 区 名 

 

実 施 場 所 

現 況 

交通量 

（台／日） 

計 画 

交通量 

（台／日） 

② 国道１０３号 青橅山バイパス 十和田市 2,482 2,800 

③ 国道３３８号 白糠バイパス 東通村～六ヶ所村 3,918 3,300 

④ 国道３３８号 倉内バイパス 六ヶ所村 6,937 5,600 

⑤ むつ尻屋崎線 岩屋 東通村 2,185 1,861 

⑥ 五所川原浪岡線 高野 五所川原市 2,736 2,334 

⑦ 五所川原黒石線 梅田 五所川原市 1,943 1,656 

⑧ 五所川原車力線 福浦～車力 中泊町～つがる市 2,708 2,100 

⑨ 屏風山内真部線 喜良市 五所川原市 1,141 971 

⑩ 関根蒲野沢線 関根 むつ市 180 347 

⑪ 薬研佐井線 薬研 むつ市 190 673 

⑫ 薬研佐井線 佐井 佐井村 190 673 

⑬ 弘前岳鰺ヶ沢線 芦萢町 鰺ヶ沢町 725 620 

⑭ 十和田三戸線 小坂 新郷村 380 325 

⑲ 白銀市川環状線 桔梗野 八戸市 6,438 11,900 

⑳ 国道２７９号 有戸北バイパス 六ヶ所村～野辺地町 7,743 8,900 

 
※現況交通量 → ２００５（Ｈ１７）道路交通センサスによる。 

  
 ※計画交通量 → ２０３０（Ｈ４２）における計画交通量 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般）  委 員 名 日景委員 
地区名等 全地区 担 当 課 道路課 

質問事項 

ある程度のエリアにおける道路網の中で事業を示してほしい。 

 
 

回    答 

 
今回の再評価対象事業のエリア別位置図は別添のとおりである。 

 



番号⑳

国道２７９号有戸北バイパス

番号②

国道１０３号

再評価対象事業位置図（南部エリア）

番号⑲

３・３・８号

白銀市川環状線

八戸市

番号④

国道３３８号

倉内バイパス

六ヶ所村
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番号⑳

国道２７９号有戸北バイパス

番号⑫

薬研佐井線

佐井村（佐井）
番号⑩

関根蒲野沢線

番号⑤

むつ尻屋崎線

番号③

国道３３８号白糠バイパス

再評価対象事業位置図（下北エリア）

番号⑪

薬研佐井線

むつ市（薬研）

番号④

国道３３８号

倉内バイパス

六ヶ所村
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番号⑬

弘前岳鰺ヶ沢線

番号⑧

五所川原車力線

中泊町～つがる市

（福浦～車力）

番号⑨

屏風山内真部線

番号⑦

五所川原黒石線

番号⑥

五所川原浪岡線

再評価対象事業位置図（津軽エリア）
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般）  委 員 名 小林委員長、長野委員 
地区名等 全地区 担 当 課 道路課 

質問事項 

県の道路網のネットワークの理念や考え方、また、港湾等の交通拠点との関
連性について伺いたい。 

 
 

回    答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
現在本県の道路整備は、「広域道路整備基本計画（平成５年度策定、平成１

０年度一部見直し）」及び、「青森のみちの将来像（平成１４年度策定）」に基

づいて整備を進めています。 

 

 「広域道路整備基本計画」は、県土の骨格となる道路網の整備方針を示すも

のであり、広域的には高規格幹線道路を補完して、地方生活圏中心都市、二次

生活圏中心都市、産業拠点、観光拠点、及び八戸港などの重要港湾や大間港・

尻屋岬港などの港湾、あるいは空港・新幹線駅等の交通拠点を有機的に連絡す

る道路を「広域道路」として選定し、都市部である青森都市圏、弘前都市圏、

八戸都市圏においては、都市の機能強化に資する環状・放射道路、交通拠点間

を連絡する道路を「広域道路」として選定しています。 

「広域道路」はトラフィック機能を確保するために構造上の強化を図ろうと

する「交流促進型」と沿道からのアクセス性に配慮した「地域形成型」に区分

されています。 

この広域整備基本計画をもとに「青森県広域道路網マスタープラン」を策定

し、さらに、より具体的な「青森県主要幹線道路網」の設定をしています。 

 

「青森のみちの将来像」は主要幹線道路を含む道路全体の整備方針を定めた

ものです。 

従来は国の道路整備５箇年計画等、予算の年次計画を伴う整備量を重視した

計画により整備を進めていましたが、国の計画が整備量を目標にしたものから

アウトカム指標などを目標にする施策提案型に切り替ったことに伴い、本県で

も学識経験者等からなる委員会の意見を踏まえ「青森のみちの将来像」として、

政策目標型の道路整備計画を策定しております。 

 

 

この「青森のみちの将来像」では、 
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① 生活・経済圏間の連携強化や交通拠点へのアクセス性の向上など、 
いわゆる「広域道路」の整備促進を図る 

「交流促進と連携強化を支援する」道づくり 

 

  また広域道路以外の道路については、 

② 冬期バリアフリーや地吹雪に対する防雪施設の充実を図る 
「雪国あおもりの暮らしを支える」道づくり 

③ 事故危険箇所の交通安全対策や道路防災対策などを推進する 
「安全で安心な暮らしを守る」道づくり 

④ 渋滞解消やゆとりある歩行空間整備など、まちづくりと一体となった 
「都市機能高度化を支援する」道づくり 

⑤ 自然環境に配慮した 
「あおもりの自然と調和し活用する」道づくり 

 

という５つの基本方針を立て、これらに基づき現在道路整備を進めていると

ころです。 
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5

青森県の道づくり基本方針

道路事業の実施にあたっては、平成14年度に策定した「青森のみちの将来像」の5つの基本方針に基づいて、

“県民の幸せを支える道づくり”を目指して効率的・効果的な事業の推進に努めています。

基本方針（政策） 政策テーマ 政策目標

●生活・経済圏間の連携強化を支援します。

●あおもり文化観光立県を支援します。

●農水産品の都市への円滑な輸送を支援します。

●国土保全を担う中山間地域と都市との連携を支援します。

●交通拠点へのアクセス性強化を支援します。

●救急医療体制を支援します。（高度医療）

●救急医療体制を支援します。（新生児医療）

●冬のあおもりに対応した道路構造を確保します。

●冬期バリアフリーを推進します。

●冬のあおもりに対応した除雪の充実を図ります。

●地吹雪に対する防雪施設の充実を図ります。

●事故危険箇所等における交通安全対策を推進します。

●災害時における代替性のある道路網を確保します。

●道路防災対策の推進による安全安心を確立します。

●渋滞の解消による、良好な生活環境の創出を図ります。

●ゆとりある歩行空間・彩りある街づくりを進めます。

●自然環境の保全等に配慮する道づくりを進めます。

交流促進と
連携強化を
支援する
あおもりの
道づくり

雪国あおもりの
暮らしを支える
道づくり

安全で安心な
暮らしを守る
あおもりの道づくり

都市機能の
高度化を支援する
あおもりの道づくり

あおもりの
自然と調和し活用
する道づくり

■青森のみちの将来像

●積極的に県民の声を取り入れた道路整

備の推進

●県民と行政が協力した道づくりの推進

※基本方針と政策目標については、学識経験者や県民の意見を踏まえ、平成15年3月に「青森のみちの将来像」として取りまとめました。

限られた財源を有効に活用する
道づくり

●「選択」と「集中」による効率的な道
づくりの推進
●あおもりの交通事情に適した道づくり
の推進
●既存の道路資産を有効に活用する道づ
くりの推進
●道路の高度利用（TDM、ITS）の推進

県民参加の道づくり
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 武山委員 
地区名等 全地区 担 当 課 道路課 

質問事項 

国土交通省の要請による費用便益比の点検対象について伺いたい。 

 
 

回    答 

 
平成２１年２月２日付け、国土交通省（都市・地域整備局、道路局）事務連

絡により点検対象となった箇所については次のとおりです。 
 
担当課 路線名 箇所名 摘  要 

高規格道路・津
軽ダム対策課 

国道２７９号 有戸北 BP  
国道２７９号 むつ南 BP  

 
 
 
道路課 

国道１０３号 青橅山 BP B/C(基本便益)１未満 
国道２７９号 二枚橋 BP  
国道３３８号 白糠 BP B/C(基本便益)１未満 
国道３３８号 大湊Ⅱ期 BP  
国道３３９号 五所川原北 BP  
国道４５４号 豊間内 BP  
八戸環状線 糠塚 BP  

 
都市計画課 

内環状線 石江  
白銀市川環状線 桔梗野  
中央町金矢線   
西滝新城線 石江  

計  １３箇所  
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 2～14,19,20 事業名 道路事業（全般） 委 員 名 武山委員 
地区名等 全地区 担 当 課 道路課 

質問事項 

冬期便益及び防災便益の算定方法について伺いたい。 

 
 

回    答 

 
冬期便益及び防災便益等については、「県独自の費用便益分析実施要綱」に

より算出している。（基本的には補助事業以外に適用） 
 この要綱では、以下の追加便益項目を算出できるものとしている。 
  ①冬期便益 
 ②観光便益 
 ③地域振興便益  
④地域医療等便益 
⑤防災便益 

 これらの項目について、各路線の特性に応じた便益を追加し費用便益比を求
めている。 
  
 
【冬期便益について】 
冬期便益は、道路の整備による走行速度の向上が夏期以上に冬期において効

果が見込めることから通年通行が可能な路線において追加している。 
 
 
◎走行速度の改善について 
冬期便益の算定は、「走行速度向上効果の差」による冬期間の「走行時間短

縮便益」「走行経費減少便益」を求め、これの合計値を冬期便益としている。 
 
「速度向上効果の差」＝ 

「走行速度向上効果（冬期）」 － 「走行速度向上効果（夏期）」 
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※冬期速度の改善例 
 
 夏期旅行

速度 
  冬期旅行

速度 
整備前 30km/h → 冬期による速度低下（30%減） 21km/h 
整備後 50km/h → 冬期による速度低下（ 5%減） 47km/h 
速度改善効果 20km/h   26km/h 
 
この例では、冬期の速度改善効果が夏期から、６ｋｍ／ｈの向上が見込める。 
この速度差による費用便益を冬期日数１２０日間で算出し冬期便益として

いる。 
冬期便益の算定は、各路線毎に設定走行速度及び交通量等が異なることから

効果の算出値も異なる。 
 
 

【防災便益について】 
防災便益は、道路の整備による下記の防災等の効果について算出している。 

 （別添資料） 
 ①大型車すれ違い困難区間の解消 

  ②異常気象時通行不能区間の解消 
  ③通行危険箇所の解消 
  
 これらが見込める場合に計画交通量の１／２を世帯数とみなし、これに 
 下記の防災便益の原単位を適用して求めている。 
  ①大型車すれ違い困難区間の解消   954,000 円／４０年・世帯 
  ②異常気象時通行不能区間の解消  936,000 円／４０年・世帯 
  ③通行危険箇所の解消       788,000 円／４０年・世帯 
 
  防災便益の計上にあたっては、路線における防災効果の向上を検討し計上
している。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

（5）防災便益（通行危険箇所等の解消による効果） 

道路が整備されることにより、通行危険箇所が解消されるなど、防災等の効果が現れるケ

ースがある。 

このため、①大型車すれ違い困難区間の解消、②異常気象時通行不能区間の解消、③通行

危険箇所区間の解消が図られることによる価値を、便益として追加計上するものとする。 

①～③の区間を下記のとおりとし、計画交通量の 1/2 を世帯数と見なし、原単位を乗じて

算出する。 

なお、複数該当する場合は便益が最大となるものを選定する。 

 

①大型車すれ違い困難区間・・・車道幅員 5.5ｍ未満区間 

②異常気象時通行不能区間・・・異常気象時通行規制区間及び特殊通行規制区間 

（国土交通省道路局の最新データによる） 

③通行危険箇所区間   ・・・道路防災総点検による要対策箇所を有する区間 

（青森県道路課の最新データによる） 

 

【算定式】 

■ 防災便益 ＝ 換算世帯数 × 便益原単位 

 ■ 換算世帯数 ＝ 交通量（台/日） × １/２ 

（注）交通量の１/２を世帯数と見なし、世帯数に換算する。 

 

【原単位】 

□ ①大型車すれ違い困難区間の解消 ： ９５４，０００円／４０年・世帯 

□ ②異常気象時通行不能区間の解消 ： ９３６，０００円／４０年・世帯 

□ ③通行危険箇所の解消      ： ７８８，０００円／４０年・世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「道路投資の評価に関する指針（案）第２編 総合評価」の拡張費用便益分析を参考とし

た。 

整備区間 
特殊通行規制区間等 

整備後は特殊通行規制区間
が解消される 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価委員会における質問事項回答書 
 

整理番号 ２ 事業名 道路改築事業 委 員 名 小林委員長 
地区名等 国道１０３号青橅山バイパス 担 当 課 道路課 

質問事項 

当初計画時から事業費が大幅に増額となった理由について伺いたい。 

 
 

回    答 

 
別添資料のとおり 

 



整理番号 H21-2 事業名 国道改築事業

十和田市市町村名国道１０３号（青橅山）地区名等

白布の滝

白絹の滝

白糸の滝

不老の滝

九段下流の滝

九段の滝

五両の滝

（今回）

計画延長 L=5,082m

（トンネル延長 L=4,810m）

（当初）

計画延長 L=5,082m

（トンネル延長 L=4,530m）

尾根（分水嶺）

事業費 26,700百万円 事業費 20,570百万円

表面水及び地下水の

流れの方向

奥入瀬バイパス

子の口

奥入瀬渓流

（目的）

観光シーズンにおける奥入瀬渓流の渋滞緩和と環境保全及び危険箇所の解消を目

的としてバイパスを計画

（設計条件）

・経済性（トンネルが事業費の大部分を占めるため、トンネル最短ルートを選定）

・環境影響への最小化（地形改変の最小化、動植物等の環境影響の最小化等）

・安全性の確保、冬期交通の確保

【事業費増大の要因】

・先進坑の採用

・補助工法の採用

・避難路の設置（先進坑の活用）

・トンネル延長の延伸（滝流量影響低減のため十和田湖側へルートを変更）

・ボーリング調査箇所等の増（１３ルートについて比較検討するため広域的な

地質調査等の必要）

【コスト縮減対策】

・トンネル幅員の縮小（路肩等の縮減により、９．０ｍから７．５ｍに変更）

事業費：26,700百万円

（トンネル延長：4,810m）

・改良工 1,570百万円

（調査費含む）

・舗装工 30百万円

・ﾄﾝﾈﾙ工 24,700百万円

本坑 18,300百万円

工事用ﾄﾝﾈﾙ - 百万円

先進坑 6,400百万円

・橋梁工 400百万円

【当初計画】

（緑色破線）

事業費：20.570百万円

（トンネル延長：4,530m）

・改良工 430百万円

（調査費含む）

・舗装工 30百万円

・ﾄﾝﾈﾙ工 19,420百万円

本坑 18,740百万円

工事用ﾄﾝﾈﾙ 680百万円

先進坑 － 百万円

・橋梁工 690百万円

事業費増額の理由

「青橅山環境検討委員会」

（平成１２年度から現在まで９回開催）

・奥入瀬渓流沿い滝流量影響低減ルートの検討

・景観、公園利用環境への影響

「青橅山トンネル設計施工計画技術検討委員会」

（平成１３年度から現在まで１１回開催）

・地下水位を低下させるための先進坑や補助工法の提案

・先進坑を活用した避難路の設置の提案

・滝流量影響低減ルートに対する技術的検討

【変更計画】

（橙色破線）

本坑 避難坑（先進坑）

本坑

当初計画

変更計画

W=9.0m

W=7.5m
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 ２、20 事業名 道路改築事業 委 員 名 松冨委員 

地区名等 
国道１０３号青橅山バイパス 
国道２７９号有戸北バイパス 
 

担 当 課 
道路課 

高規格道路・津軽ダム対策課 

 

質問事項 

補助事業のうち、計画時のＢ／Ｃを記載していないものがあるが、その理由
について伺いたい。 

 
 

回    答 

 
県が平成 16 年度以降新規に実施する公共事業については、平成 15 年度に導

入した事前評価制度により、原則として費用対効果分析を実施しております。 
 
一方、国土交通省所管の補助事業については、平成 10 年に「公共事業の新

規事業採択時評価実施要領」が定められ、県が提出する資料に基づき、国が事
業採択に係る評価を実施しております。 
 
調書 NO.2 及び NO.20 の道路改築事業については、平成 11 年度の新規事業採

択時においてＢ／Ｃを算出し、資料を国に提出していたものの、算出過程に関
する資料が現存していないため記載しておりませんでした。 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 ４ 事業名 道路改築事業 委 員 名 長野委員 
地区名等 国道３３８号倉内バイパス 担 当 課 道路課 

質問事項 

前回評価時に比べて便益項目の数値が大幅に変化している理由について伺
いたい。 

 
 

回    答 

  
 
①「費用便益分析マニュアル（国土交通省）」が平成２０年１１月に改定され、 
「走行時間短縮便益」を算定する際の「車種別の時間価値原単位」が減少した。 
 
 
②将来交通量推計により北東北の交通量の伸びが減少傾向に転じた。 
 
 
③用地取得困難な箇所において、一部路肩を縮小する計画に変更したため、整
備後の旅行速度を低減して便益を算定した。 
 
 
④広域的な範囲で将来交通量を推計したところ、国道２７９号「下北半島縦貫
道路」へ転換する交通により、当該バイパスの交通量が減少した。 
 
 
これらのことにより、「走行時間短縮便益」が大きく減少したものである。 

 
 
 
 
 
 再評価時 今  回 
計画交通量    （台／日） 8,061 5,600 
走行時間短縮便益 （百万円） 18,045 4,700 
費用便益比    （Ｂ／Ｃ） 5.47 1.80 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 10 事業名 道路改築事業 委 員 名 長野委員 
地区名等 関根蒲野沢線関根 担 当 課 道路課 

質問事項 

前回評価時に比べて便益項目の数値が大幅に変化している理由について伺
いたい。 

 
 

回    答 

 
当該地区の計画交通量は、前回評価時においても転換交通による交通量の増

加を見込んでおりました。しかしながら便益の算出は、合計台数を使い現道の
走行時間短縮経費等を求めており、転換交通の迂回距離の短縮による便益は計
上しておりませんでした。 
これに対し今回の再評価では、現道交通量に対する現道改良による効果と、

転換交通に対する迂回距離の短縮による便益をそれぞれ算出し合計したこと
から費用対効果が大きく改善したものです。 
 
 
 再評価時 今  回 
計画交通量    （台／日） 192（現道） 

146（転換） 
338（合計） 

154（現道） 
193（転換） 
347（合計） 

走行時間短縮便益 （百万円） 582 1,724 
費用便益比    （Ｂ／Ｃ） 0.56 1.64 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

関根蒲野沢線 

東通→ 

（尻屋方面） 

←大畑 

（大間方面） 

整備前における移動経路 

Ｌ＝１８．３ｋｍ 

Ａ 
Ｂ 

迂回交通からの転換経路 

  Ｌ＝９．１ｋｍ 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 19 事業名 道路改築事業 委 員 名 長野委員 
地区名等 白銀市川環状線（桔梗野） 担 当 課 都市計画課 

質問事項 

前回評価時に比べて便益項目の数値が大幅に変化している理由について伺
いたい。 

 
 

回    答 

 
① 「費用便益分析マニュアル（国土交通省）」が平成２０年１１月に改定され、 
「走行時間短縮便益」を算定する際の「車種別の時間価値原単位」が減少し
た。 

 
 
② 将来交通量推計により北東北の交通量の伸びが減少傾向に転じた。 
 
 
    再評価時     今  回 
計画交通量      （台／日）  14,500    11,900 
走行時間短縮便益   （百万円）      26,657      21,444 
費用便益比      （Ｂ／Ｃ）       2.24       2.06 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号 15 事業名 河川改良事業 委 員 名 松冨委員 
地区名等 山田川 担 当 課 河川砂防課 

質問事項 

 山田川の流下能力は、計画に対し７０％程度となっているが、県管理の 
河川では、どの程度あるのか伺いたい。 
 

 
 

回    答 

 
計画流量に対する流下能力の割合については、現在改修事業を実施中で山田

川と同規模の河川では、概ね 30％から 80％となっています。 
 
山田川では、改修が完了していない区間において、最近でも 2 年に 1 回程度

氾濫注意水位を上回っており、特に平成 14 年 8 月には、3 日間にわたり同水位
を上回る洪水が発生していることから、流下能力は決して十分ではないと考え
ています。 
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平成２１年度第１回青森県公共事業再評価対象事業に係る質問事項回答書 
 

整理番号    19 事業名 道路改築事業 委 員 名 松冨委員 
地区名等 白銀市川環状線（桔梗野） 担 当 課 都市計画課 

質問事項 

立体交差を予定していた部分の用地買収の状況について伺いたい。また、買
収済の用地がある場合、今後どうするのか伺いたい。 

 
 

回    答 

立体交差予定部分の当該路線から３・３・５号尻内百石線への左折ランプに
ついては買収済です。 
３・３・５号尻内百石線から当該路線へ流入する左折ランプは本路線に接続

する一部を買収しておりますが、他の大部分は未買収です。 
本路線が３・３・５号尻内百石線を跨ぐランプ部については未買収となって

おります。 
 

 立体交差計画では、残事業費が多額であるとともに完成まで長時間を要する
ことから、事業効果の早期発現を図るため、今回の事業では、終点の交差処理
を立体交差から平面交差に変更するものですが、この交差点は立体交差で都市
計画決定されており、将来、白銀市川環状線が全線整備された際には、交通量
の推移を踏まえながら立体交差について検討する必要があることから、既に買
収済の用地については、それまでは適切に管理することとします。 

 



立体交差計画で買収済みの用地

白銀市川環状線（桔梗野）終点部平面交差計画

3・3・5号尻内百石線

３
・
３
・
８
号
白
銀
市
川
環
状
線
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